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固体で優れた性質を示す材料を作るには、それを構成する
分子の並びが重要です。平らな分子を思い通りに並べるの
は難しいので、ねじったり曲げたりして「非平面」の分子を作
ることで、分子の並びをうまくコントロールすることをめざして
います。独自の分子デザインで、機能性材料に大きなブレー
クスルーをもたらしたいと思います。

新しい「価値」を作りたい

研究者としての原点は高校時代にありま
す。大阪教育大学の付属高校だったので授
業がユニークで、物理、化学、生物、地学の
理系4科目全部を学び、高校でできる実験の
ほとんどを体験しました。自分で実験を計画す
るチャンスもあり、好奇心や探究心を伸ばせる
恵まれた環境でしたね。サイエンスの楽しさを
知ったことが、その後の進路を決定づけました。

高校時代はバスケットボール部の活動や
文化祭の運営委員を満喫し、本気で進路を
考え始めたのは3年生の春。価値ある新し
い物質を作れるのは化学しかないと、京都
大学工学部工業化学科をめざしました。入
学後はアルバイトやサークル活動に熱中。

3 年になって専門的な授業が増えていく
中で、自分の好みや向いている分野がつか
めてきました。その後「新しい物質を作りた
い」との初心を思い起こし、化学研究所の
玉尾皓平教授の研究室に決めました。元
素科学をキーワードに新しい価値作りをめざ
す研究室に、他とは違う「新しい何か」を感
じたからです。

有機化合物の炭素をケイ素に置き換え
た化合物作りから始め、その性質を追いま
した。炭素の化合物では見られない特性や
機能を引き出したいのです。今は「新しい機
能を持った材料を作りたい」、「そのためには
分子をどうデザインしたらいいのか」と、より
踏み込んでいます。

原動力は好奇心

准教授として、学部と大学院両方の授業
を担当しています。研究はもちろん、教育に
もやりがいを持っています。学生には有機化

学の基礎的な知識や実験手法を学ばせる
だけではなく、それが最先端の研究とどう結
び付いているのかを、しっかり伝えるようにし
ています。

夫も研究者で、家事や1歳の長男の育児
は2人で同じように分担しています。研究と
家庭の両立は大変ですが、楽しいです。周り
の人に頼れることは思い切って頼り、仕事に
優先順位をつけて、限られた時間でも研究
に専念できるように工夫しています。男性も
家事や育児に積極的に参加するのが当たり
前の世の中になるといいと思います。科学に
興味のある女性は、「女性は研究者に向か
ない」なんて思わずに、どんどん自分が興味
のあることに突き進んでほしいですね。

私にとって、研究は生活の一部です。研
究とは、自分の中に自然と沸き起こる好奇心
を満たすための手段です。これは、と思うも
のができた瞬間は、武者震いがしますよ。うま
くいかずに落ち込むこともありますが、そんな
ときは、子どもと思い切り遊び、ぐっすり眠っ
て、気分転換しています。

化学者は、分子構造の姿に感動するもの
です。同じ機能を実現するにも、よりシンプ
ルな構造ほど、かっこいい。誰も実現できな
かった、不可能を可能にする機能を持つ分
子を作りたい。いつか自分の名刺代わりにな
るような、かっこいい分子をデザインするのが
究極の目標です。
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「ブタジエンを鍵とする非平面π電子系の創製と機能発現」
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実験室で学生を指導する深澤さん（左）。
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3次元ナノ多孔質グラフェンで
電気自動車をガソリン車並みのパワーに
脱石油化学への挑戦
環境と資源の危機を「触媒」で乗り超える
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休日の散歩。家族3人で過ごす時間が宝物だ。


